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(百万円未満切捨て)

1．平成24年３月期の業績（平成23年4月1日～平成24年3月31日）
（1）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期 48,717 7.5 4,153 125.1 4,338 115.2 2,611 178.7

23年３月期 45,335 6.9 1,844 △69.9 2,015 △68.4 937 △74.3

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年３月期 92 27 ― 3.5 5.0 8.5 

23年３月期 33 11 ― 1.3 2.4 4.1

(参考) 持分法投資損益 24年３月期 ― 百万円 23年３月期 ― 百万円

（2）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年３月期 87,734 75,832 86.4 2,679 48

23年３月期 84,885 74,246 87.5 2,623 38

(参考) 自己資本 24年３月期 75,832百万円 23年３月期 74,246百万円

（3）キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年３月期 3,040 3,151 △1,154 17,382

23年３月期 △516 △21,302 △1,243 12,344

2．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年３月期 ― 20 00 ― 20 00 40 00 1,132 120.8 1.5

24年３月期 ― 20 00 ― 20 00 40 00 1,132 43.4 1.5

25年３月期(予想) ― 20 00 ― 20 00 40 00 94.3

3．平成25年３月期の業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 51,900 6.5 2,100 △49.4 2,200 △49.3 1,200 △54.0 42 40



  

 

 
  

この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点におい

て、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 

  

本資料に記載しております予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断

したものであり、リスクや不確実な要素を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあ

りません。したがって、実際の業績は、様々な要素により、これらの予想数値とは大きく異なる結果とな

る可能性があることをご承知おきください。また、新たな情報、将来の事象、その他の結果に関わらず、

常に当社が、将来の見通しを見直すとは限りません。 

なお、現時点において、実際の業績に影響を与えうるリスクや不確実な要素としては、以下のような事

項を挙げることができます。（かかるリスクや不確実な要素はこれらの事項に限定されるものではありま

せん。） 

◇ 薬事法その他の法令または規制の変化 

◇ 薬価の改定 

◇ 副作用の発現 

◇ 研究開発の遅延または中止 

◇ 製商品の供給停止 

◇ 訴訟の提起 

業績予想の前提となる仮定等については、添付資料の５ページ「1．経営成績（4）次期の見通し」をご

覧ください。 

※ 注記事項

（1）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（2）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期 28,800,000株 23年３月期 28,800,000株

② 期末自己株式数 24年３月期 498,701株 23年３月期 498,302株

③ 期中平均株式数 24年３月期 28,301,556株 23年３月期 28,302,119株

※ 監査手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
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当事業年度の医薬品業界を取り巻く事業環境は、後発医薬品の使用促進策等の医療費適正化に向けた

医療制度改革の推進により、引き続き厳しいものとなりました。 

  

このような状況の下、当社におきましては、「ツルバダ配合錠（抗HIV薬）」を中心とするHIV領域お

よび「レミッチカプセル（血液透析患者における経口そう痒症改善剤）」を中心に平成23年２月に発売

を開始しました「ケイキサレートドライシロップ（高カリウム血症改善剤）」を加えた腎・透析領域を

事業成長の牽引役として育成することに注力いたしました。 

また、領域別製品別プロモーションの徹底、製品のライフサイクルマネジメントの強化を図ることに

より、主力品である「アンテベート（外用副腎皮質ホルモン剤）」「注射用フサン（蛋白分解酵素阻害

剤）」「ユリノーム錠（尿酸排泄薬（高尿酸血症治療剤））」をはじめとする既存製品のシェアの維

持・拡大に努める等、営業力の充実・強化を図ってまいりました。 

  

当事業年度の経営成績につきましては、以下のとおりであります。 

  

（売上高） 

売上高は、48,717百万円と前事業年度に比べ3,382百万円（7.5％）増加しました。主要な製品・商

品の販売状況につきましては、「レミッチカプセル」は9,735百万円と前事業年度に比べ2,368百万円

（32.2％）増加したほか、「ツルバダ配合錠」は9,945百万円と前事業年度に比べ1,692百万円

（20.5％）増加しました。一方、「注射用フサン」は5,131百万円と前事業年度に比べ698百万円

（12.0％）減少しました。 

  

（売上原価） 

売上原価は、20,539百万円と前事業年度に比べ1,936百万円（10.4％）増加しました。これは、売

上高が増加したことに加え、販売品目の構成が変化したことによるものです。 

  

（販売費及び一般管理費） 

販売費及び一般管理費は、24,024百万円と前事業年度に比べ863百万円（3.5％）減少しました。こ

れは、主に、前事業年度においてALK-Abello A/S（デンマーク、以下、「ALK社」）への契約一時金

を研究開発費に計上したことによるものです。 

  

（営業利益、経常利益） 

以上の結果、営業利益は、4,153百万円と前事業年度に比べ2,308百万円（125.1％）増加し、ま

た、経常利益につきましても4,338百万円と前事業年度に比べ2,322百万円（115.2％）増加しまし

た。 

  

1．経営成績

（1）経営成績に関する分析
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（当期純利益） 

当期純利益は、特別利益にナルフラフィン塩酸塩（「TRK-820」）の肝疾患に伴うそう痒症を適応

症とする共同開発の解消に伴う受取返戻金784百万円を計上したこと等により、2,611百万円と前事業

年度に比べ1,674百万円（178.7％）増加しました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

当事業年度末の総資産は、87,734百万円と前事業年度末に比べ2,849百万円（3.4％）増加しまし

た。これは、有価証券が8,379百万円、キャッシュ・マネージメント・システム預託金が5,795百万円

減少しましたが、現金及び預金が13,333百万円、投資有価証券が2,162百万円、売掛金が1,145百万円

増加したこと等によるものです。 

負債につきましては、11,902百万円と前事業年度末に比べ1,262百万円（11.9％）増加しました。

これは、買掛金が900百万円、未払法人税等が656百万円増加したこと等によるものです。 

純資産につきましては、75,832百万円と前事業年度末に比べ1,586百万円（2.1％）増加しました。

これは、剰余金の配当が1,132百万円、当期純利益が2,611百万円となったこと等によるものです。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末の現金及び現金同等物の残高は、17,382百万円と前事業年度末に比べ5,038百万円

（40.8％）増加しました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益が5,054百万円、減価償却費が1,194百

万円、仕入債務の増加額が900百万円となり、法人税等の支払額が2,073百万円、売上債権の増加額

が1,145百万円、たな卸資産の増加額が965百万円となったこと等により3,040百万円の収入となり

ました。（前事業年度は516百万円の支出） 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出が46,000百万円、投資有価証

券の取得による支出が3,410百万円、有価証券の取得による支出が2,105百万円となりましたが、定

期預金の払戻による収入が34,500百万円、有価証券の売却及び償還による収入が20,789百万円とな

ったこと等により3,151百万円の収入となりました。（前事業年度は21,302百万円の支出） 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払額が1,132百万円となったことにより

1,154百万円の支出となりました。（前事業年度は1,243百万円の支出） 

（2）財政状態に関する分析
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③ キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
自己資本比率            ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率      ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー（利息及び法人税等控除前） 

インタレスト・カバレッジ・レシオ  ：営業キャッシュ・フロー（利息及び法人税等控除前）／利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 

※営業キャッシュ・フロー（利息及び法人税等控除前）は、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシ     

  ュ・フロー（利息の支払額及び法人税等の支払額控除前）を使用しております。 

※利払いは、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

当社は、親会社である日本たばこ産業株式会社（以下、「JT」）との研究開発に係る機能分担におい

て、新規化合物の研究開発機能は同社に集中し、当社においては、主として既存製品の剤形改良や効能

追加等の機能を担うとともに、当社の得意とする領域における研究開発を実施しております。 

現時点における研究開発の状況につきましては、スギ花粉アレルゲンエキスを用いた舌下投与による

減感作（免疫）療法薬およびJTと共同でケリックス・バイオファーマシューティカルズ社（米国）から

導入し、共同開発を進めております高リン血症治療薬「JTT-751（JT開発番号）」の国内第Ⅲ相臨床試

験を実施しております。 

また、ALK社から導入したダニを抗原とするアレルギー疾患を対象とした減感作（免疫）療法薬（錠

剤）の国内第Ⅰ相臨床試験を終了しました。 

さらに、独立行政法人理化学研究所と次世代の減感作（免疫）療法薬（スギ花粉症ワクチン）の共同

研究を実施しております。 

なお、東レ株式会社とJTおよび当社で行っておりました、ナルフラフィン塩酸塩（「TRK-820」）の

肝疾患に伴うそう痒症を適応症とする共同開発を解消いたしました。 

当事業年度の研究開発費の総額は、4,631百万円であります。 

  

平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期

自己資本比率（％） 87.2 87.5 86.4

時価ベースの自己資本比率（％） 60.6 55.2 50.2

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 0.8 2.2 0.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 4,860.5 1,716.6 4,897.3

（3）研究開発活動
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当社を取り巻く事業環境は、本年４月に実施された薬価改定ならびに医療費適正化に向けた医療制度

改革の推進、外資系を含めた製薬企業間競争の激化等により、今後ますます厳しくなるものと予想して

おります。 

このような状況の下、当社におきましては、「ツルバダ配合錠」を中心とするHIV領域および「レミ

ッチカプセル」を中心とする腎・透析領域を事業成長の牽引役として育成すること等を通じた既存製品

のシェアの維持・拡大による業績向上を目指すとともに、今後のさらなる成長に向けて新規販売品・開

発品の獲得および、スギ花粉アレルゲンエキスを用いた舌下投与による減感作（免疫）療法薬、ダニを

抗原とするアレルギー疾患を対象とした減感作（免疫）療法薬（錠剤）等の研究開発を推進してまいり

ます。 

現時点における次期の業績見通しにつきましては、売上高は51,900百万円（前期比6.5％増）となる

ものの、研究開発費の増加により、営業利益は2,100百万円（前期比49.4％減）、経常利益は2,200百万

円（前期比49.3％減）、当期純利益は1,200百万円（前期比54.0％減）を見込んでおります。 

  

当社は、株主の皆様からのご支援、ご協力に報いるため、剰余金の配当につきましては安定的かつ継

続的に実施することを基本方針としております。 

今後とも、上記基本方針の下、経営体質の強化や将来の事業展開等を勘案した中長期的な視野に立っ

た投資等を行うことに備えつつ、株主の皆様に安定的還元を行ってまいります。 

当期の配当金につきましては、１株当たり年間40円（中間配当金20円は実施済み）を予定しておりま

す。 

次期の配当金につきましては、１株当たり年間40円（中間配当金20円、期末配当金20円）を予定して

おります。 

（4）次期の見通し

（5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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当社は、JTと機能分担を行っており、一定の独立関係を確保しつつ、かつ協力関係を保ちながら、

「世界に通用する医薬品を通じて、お客様、株主、社会、社員に対する責任を果たすとともに、人々の

健康に貢献する」を企業ミッションとし、これを達成すべく、業務運営を行っております。 

お客様に対しては、よりよい薬、正しい情報を医療関係者を通じて患者様に提供することにより、

人々の健康に貢献するように努めます。 

株主の皆様に対しては、適時適切に会社情報を開示するとともに、適正な利潤の還元と企業価値の増

大を図るように努めます。 

社会に対しては、高度な倫理観を保持し、社会要請に応じた事業活動を通じて、より良き企業市民と

なるように努めます。 

社員に対しては、個々人を尊重し、成長の機会を均等に与え、公正な評価に基づく処遇を推進するこ

とにより、働きがいを実感できるように努めます。 

  

当社は、2010年度から2012年度の３ヵ年を「今後の持続的成長に向けた経営基盤の整備・強化」の期

間と位置づけ、中期経営計画「PLAN鳥居2012」を策定し遂行しております。 

「PLAN鳥居2012」において、昨年５月に公表のとおり、2012年度の経営目標（売上高510億円、営業

利益25億円、当期純利益16億円、１株当たりの配当金40円）を掲げており、現時点においては、売上高

は目標を9億円上回る見込みですが、利益面においては、主としてダニを抗原とするアレルギー疾患を

対象とした減感作（免疫）療法薬（錠剤）の開発の進展に伴う研究開発費の増加により、営業利益、当

期純利益ともにそれぞれ目標を4億円下回る見込みです。 

なお、１株当たりの配当金40円につきましては変更ありません。 

  

経営を取り巻く環境は、医療費適正化に向けた医療制度改革の推進、外資系を含めた製薬企業間競争

の激化等により、今後ますます厳しくなるものと予想されますが、当社におきましては既存製品のシェ

アの維持・拡大による業績向上を目指すとともに、今後のさらなる成長に向けて新規販売品・開発品の

獲得および研究開発を推進するほか、さらなる営業力の向上、品質保証体制と市販後安全対策の強化、

コスト競争力の確保、マネジメント力・人的競争力の強化に向けた諸施策を実行してまいります。 

  

（既存製品のシェアの維持・拡大と新規販売品・開発品の獲得） 

既存製品のシェアの維持・拡大としましては、「ツルバダ配合錠」を中心とするHIV領域および

「レミッチカプセル」を中心とする腎・透析領域を事業成長の牽引役として育成していくとともに、

領域別製品別プロモーションの徹底、製品のライフサイクルマネジメントの強化を図ってまいりま

す。 

また、新規販売品・開発品の獲得を目的として、部門横断的なプロジェクトの下、これまで蓄積し

た経営資源を有効活用し、当社の得意とする領域を主なターゲットとして、JTと連携のうえ導入活動

を進めてまいります。 

2．経営方針

（1）会社の経営の基本方針

（2）目標とする経営指標

（3）中期的な経営戦略と対処すべき課題
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（研究開発の推進） 

スギ花粉エキスの舌下投与による減感作（免疫）療法薬の開発、次世代の減感作（免疫）療法薬

（スギ花粉症ワクチン）の共同研究、高リン血症治療薬「JTT-751（JT開発番号）」の共同開発のほ

か、ダニを抗原とするアレルギー疾患を対象とした減感作（免疫）療法薬等の研究開発を推進してま

いります。 

また、既存製品の剤形改良や効能追加等の検討も引き続き行ってまいります。 

  

（品質保証体制と市販後安全対策の強化） 

以前から、品質保証体制、市販後安全対策の強化を図ってきておりますが、社内外の製造所に対す

る調査・指導等を効果的に推進し、さらなる高品質な医薬品の提供を目指すとともに、適正使用情報

の収集、評価・分析体制を強化し、医療関係者の方々への適正使用情報の伝達を充実させてまいりま

す。 

  

（コスト競争力の確保） 

原材料コストの低減、生産性の向上、物流業務の効率化等をさらに推し進め、原価の低減を図って

まいります。また、必要な設備投資、高度な生産技術蓄積、環境対策等に取り組むとともに、製造委

託を含めた最適生産体制の構築を目指し、トータルでのコスト競争力の確保に努めてまいります。 
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3．財務諸表

（1）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,773 25,106

キャッシュ・マネージメント・システム預託金 12,071 6,276

売掛金 18,435 19,580

有価証券 19,580 11,200

商品及び製品 3,332 4,271

仕掛品 358 440

原材料及び貯蔵品 1,685 1,631

前払費用 185 50

繰延税金資産 1,040 1,619

未収入金 26 14

その他 73 161

流動資産合計 68,563 70,352

固定資産

有形固定資産

建物 10,883 10,975

減価償却累計額 △7,616 △7,904

建物（純額） 3,267 3,071

構築物 320 320

減価償却累計額 △270 △277

構築物（純額） 50 43

機械及び装置 6,859 7,056

減価償却累計額 △5,607 △5,996

機械及び装置（純額） 1,252 1,059

車両運搬具 70 70

減価償却累計額 △64 △66

車両運搬具（純額） 5 3

工具、器具及び備品 2,239 2,383

減価償却累計額 △1,931 △2,064

工具、器具及び備品（純額） 308 318

土地 702 702

リース資産 101 64

減価償却累計額 △47 △28

リース資産（純額） 53 35

建設仮勘定 31 62

有形固定資産合計 5,671 5,297

無形固定資産

借地権 69 69

ソフトウエア 496 543

ソフトウエア仮勘定 77 52

電話加入権 34 34

その他 4 4

無形固定資産合計 683 704
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 4,229 6,392

関係会社株式 10 10

従業員に対する長期貸付金 2 5

長期前払費用 3,149 2,750

繰延税金資産 1,859 1,511

敷金及び保証金 619 614

役員に対する保険積立金 23 23

その他 105 105

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 9,968 11,380

固定資産合計 16,322 17,382

資産合計 84,885 87,734

負債の部

流動負債

買掛金 3,816 4,717

リース債務 21 15

未払金 2,436 2,447

未払費用 737 697

未払法人税等 1,050 1,706

未払消費税等 264 301

前受金 6 7

預り金 55 108

賞与引当金 1,158 1,156

役員賞与引当金 50 59

返品調整引当金 3 2

その他 10 10

流動負債合計 9,612 11,231

固定負債

リース債務 32 21

退職給付引当金 507 161

長期預り敷金保証金 269 268

資産除去債務 154 155

長期未払金 63 63

固定負債合計 1,027 670

負債合計 10,639 11,902
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成23年３月31日)

当事業年度
(平成24年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,190 5,190

資本剰余金

資本準備金 6,416 6,416

資本剰余金合計 6,416 6,416

利益剰余金

利益準備金 1,297 1,297

その他利益剰余金

特別償却準備金 5 4

別途積立金 61,130 56,130

繰越利益剰余金 963 7,444

利益剰余金合計 63,397 64,876

自己株式 △857 △857

株主資本合計 74,146 75,624

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 100 208

評価・換算差額等合計 100 208

純資産合計 74,246 75,832

負債純資産合計 84,885 87,734
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（2）損益計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

売上高

商品売上高 25,229 28,632

製品売上高 19,865 19,856

不動産賃貸収入 240 228

売上高合計 45,335 48,717

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 4,109 3,332

当期商品仕入高 11,496 15,062

当期製品製造原価 6,230 6,370

合計 21,835 24,765

他勘定振替高 △18 19

商品及び製品期末たな卸高 3,332 4,271

差引 18,521 20,474

不動産賃貸原価 81 64

売上原価合計 18,602 20,539

売上総利益 26,732 28,178

販売費及び一般管理費

販売促進費 3,781 4,179

学術費 959 969

旅費及び交通費 1,397 1,414

給料及び手当 5,501 5,585

賞与引当金繰入額 983 976

退職給付費用 755 712

賃借料 1,041 1,058

減価償却費 388 366

研究開発費 5,994 4,631

その他 4,084 4,129

販売費及び一般管理費合計 24,887 24,024

営業利益 1,844 4,153

営業外収益

受取利息 79 46

有価証券利息 55 71

受取配当金 23 22

受取ロイヤリティー 2 0

為替差益 － 5

その他 49 40

営業外収益合計 210 187

営業外費用

支払利息 1 1

為替差損 19 －

その他 19 1

営業外費用合計 39 2

経常利益 2,015 4,338
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

特別利益

投資有価証券売却益 2 14

受取保険金 － 10

受取返戻金 － 784

特別利益合計 2 810

特別損失

固定資産除却損 33 6

投資有価証券売却損 1 23

災害による損失 － 63

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 143 －

特別損失合計 178 93

税引前当期純利益 1,839 5,054

法人税、住民税及び事業税 2,111 2,721

法人税等調整額 △1,209 △277

法人税等合計 901 2,443

当期純利益 937 2,611
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（3）株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 5,190 5,190

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,190 5,190

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 6,416 6,416

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,416 6,416

資本剰余金合計

当期首残高 6,416 6,416

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,416 6,416

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 1,297 1,297

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,297 1,297

その他利益剰余金

特別償却準備金

当期首残高 7 5

当期変動額

特別償却準備金の取崩 △1 △1

当期変動額合計 △1 △1

当期末残高 5 4

別途積立金

当期首残高 58,630 61,130

当期変動額

別途積立金の積立 2,500 －

別途積立金の取崩 － △5,000

当期変動額合計 2,500 △5,000

当期末残高 61,130 56,130
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

繰越利益剰余金

当期首残高 3,713 963

当期変動額

特別償却準備金の取崩 1 1

別途積立金の積立 △2,500 －

別途積立金の取崩 － 5,000

剰余金の配当 △1,188 △1,132

当期純利益 937 2,611

当期変動額合計 △2,749 6,480

当期末残高 963 7,444

利益剰余金合計

当期首残高 63,648 63,397

当期変動額

特別償却準備金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

別途積立金の取崩 － －

剰余金の配当 △1,188 △1,132

当期純利益 937 2,611

当期変動額合計 △251 1,479

当期末残高 63,397 64,876

自己株式

当期首残高 △855 △857

当期変動額

自己株式の取得 △1 △0

当期変動額合計 △1 △0

当期末残高 △857 △857

株主資本合計

当期首残高 74,398 74,146

当期変動額

剰余金の配当 △1,188 △1,132

当期純利益 937 2,611

自己株式の取得 △1 △0

当期変動額合計 △252 1,478

当期末残高 74,146 75,624
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(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 243 100

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △143 107

当期変動額合計 △143 107

当期末残高 100 208

評価・換算差額等合計

当期首残高 243 100

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △143 107

当期変動額合計 △143 107

当期末残高 100 208

純資産合計

当期首残高 74,641 74,246

当期変動額

剰余金の配当 △1,188 △1,132

当期純利益 937 2,611

自己株式の取得 △1 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △143 107

当期変動額合計 △395 1,586

当期末残高 74,246 75,832
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（4）キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前事業年度
(自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,839 5,054

減価償却費 1,394 1,194

受取利息及び受取配当金 △159 △140

支払利息 1 1

固定資産除売却損益（△は益） 33 5

売上債権の増減額（△は増加） △2,012 △1,145

たな卸資産の増減額（△は増加） 215 △965

仕入債務の増減額（△は減少） 40 900

未払金の増減額（△は減少） 750 △113

その他 220 157

小計 2,323 4,950

利息及び配当金の受取額 173 164

利息の支払額 △1 △1

法人税等の支払額 △3,011 △2,073

営業活動によるキャッシュ・フロー △516 3,040

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △25,000 △46,000

定期預金の払戻による収入 21,000 34,500

有価証券の取得による支出 △30,076 △2,105

有価証券の売却及び償還による収入 15,870 20,789

有形固定資産の取得による支出 △553 △455

有形固定資産の売却による収入 0 1

無形固定資産の取得による支出 △276 △228

投資有価証券の取得による支出 △2,303 △3,410

投資有価証券の売却及び償還による収入 13 66

その他 22 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,302 3,151

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △1,188 △1,132

リース債務の返済による支出 △53 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,243 △1,154

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △23,062 5,038

現金及び現金同等物の期首残高 35,406 12,344

現金及び現金同等物の期末残高 12,344 17,382
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は、医薬品事業の他に不動産賃貸収入がありますが、重要性が乏しいことからセグメント情報

については記載を省略しております。 

  

 
（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

 
  

該当事項はありません。 

  

上記以外の注記事項は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略

しております。 

  

（5）継続企業の前提に関する注記

（6）財務諸表に関する注記事項

（持分法投資損益等）

（セグメント情報）

（１株当たり情報）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日)

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成24年３月31日)

１株当たり純資産額         2,623円38銭

１株当たり当期純利益          33円11銭

なお、潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益については記載しておりません。

１株当たり純資産額         2,679円48銭

１株当たり当期純利益          92円27銭

なお、潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益については記載しておりません。

前事業年度
(自 平成22年４月１日 
  至 平成23年３月31日)

当事業年度
(自 平成23年４月１日 
  至 平成24年３月31日)

当期純利益（百万円） 937 2,611

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る当期純利益（百万円） 937 2,611

普通株式の期中平均株式数（千株） 28,302 28,301

（重要な後発事象）

（開示の省略）
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（平成24年６月21日付予定） 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

取締役    青木 俊雄 （現 生産グループリーダー） 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

執行役員   仮屋ゆう子 （現 お客様相談室長） 

執行役員   末吉 廣忠 （現 生産物流部長） 

執行役員   藤原 勝伸 （現 理事 プロダクトマネジメント部長） 

執行役員   太田  尚 （現 開発グループ顧問） 

  

執行役員   伊藤  正 （現 東京支店長） 

  

       仲谷  修 （現 日本たばこ産業株式会社  税務室長） 

(注) 仲谷修氏は、「会社法」第２条第16号に定める社外監査役の要件を 

満たしております。 

  

4．役員の異動

（1）代表者の異動

（2）その他の役員の異動

① 新任取締役候補

② 退任予定取締役

③ 昇格予定取締役

④ 新任監査役候補

⑤ 退任予定監査役

⑥ 新任予定執行役員

⑦ 退任予定執行役員

⑧ 補欠監査役候補
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＜参考１＞ 

新 役 員 名 簿 

（平成24年６月21日付予定） 

  

 
（注）監査役 長誠次、鳥養雅夫の両氏は、「会社法」第２条第16号に定める社外監査役です。ま

た、鳥養雅夫氏を「有価証券上場規程」第436条の２に定める独立役員として指定しておりま

す。 

  

＜退任予定取締役＞ 青木 俊雄 （現 取締役 生産グループリーダー） 

  

  

役 職 氏 名 現 役 職

代表取締役社長 松尾 紀彦 同 左

代表取締役副社長 金谷  宏 同 左

専務取締役
信頼性保証グループ担当、 

開発グループリーダー
篭橋 雄二

専務取締役 
信頼性保証グループリーダー 
（兼）開発グループリーダー

常務取締役
医薬営業グループリーダー 田村 明彦 同 左

取締役 
企画・支援グループリーダー 

（兼）経営企画部長
梅田 高弘 同 左

取締役 
医薬営業グループ副グループリーダー 

（兼）営業企画部長
高木 正一郎 同 左

常勤監査役 長  誠次 同 左

常勤監査役 矢部 昌平 同 左

監査役 鳥養 雅夫 同 左

－19－

鳥居薬品(株)（4551）平成24年３月期決算短信（非連結）



  
  

  

  

＜参考２＞ 

新 執 行 役 員 名 簿 

（平成24年６月21日付予定） 

  

 
（注）※印は、平成24年６月21日付新任予定です。 

  

＜退任予定執行役員＞ 伊藤  正 （現 執行役員 東京支店長） 

  

業 務 担 当 氏 名 現 業 務 担 当

東京支店長 林  秀岳 大阪支店長

流通推進部長 相川 由幸 同 左

名古屋支店長 古谷 幸友 同 左

経理部長 千葉  昌 同 左

※信頼性保証グループリーダー 仮屋 ゆう子 お客様相談室長

※生産グループリーダー 
（兼）生産物流部長 末吉 廣忠 生産物流部長

※大阪支店長 藤原 勝伸
理事 

プロダクトマネジメント部長

※研究所長 太田  尚 開発グループ顧問
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Ⅰ．主な経営指標等の推移

1. 経営成績
（単位：百万円） （単位：百万円）

2. 財政状態

2. 財政状態
（単位：百万円）

2011年
3月期

84,885
74,246

87.5
2,623.38

2010年
3月期

85,637
74,641

87.2
2,637.30

75,832 1,586 ( 2.1 )

自 己 資 本 比 率 (％) 86.4 △ 1.1 ―

売上高（億円） 営業利益（億円） 　経常利益（億円） 当期純利益（億円）

2012年3月期
対前期末増減(率：％)

総 資 産 87,734 2,849 ( 3.4 )
純 資 産

1 株 当 た り 純 資 産 (円) 2,679.48 56.10 ( 2.1 )

8.5 4.4 ― ― ― ―売 上 高 営 業 利 益 率 (％) 4.114.4
5.0 2.6 ― ― ― ―総 資 産 経 常 利 益 率 (％) 2.47.6

△ 49.87 (△ 54.0 )1 株 当 た り 当 期 純 利 益 (円) 33.11128.69
3.5 2.2 ― ― ― ―自己資本当期純利益率 (％) 1.35.0

当 期 純 利 益 9373,642

92.27 59.16 ( 178.7 ) 42.40

営 業 利 益 1,8446,125
4,338 2,322 ( 115.2 ) 2,200経 常 利 益 2,0156,371

2011年
3月期

2010年
3月期

48,717 3,382 ( 7.5 ) 51,900売 上 高 45,33542,416

2012年3月期

△ 2,138 (△ 49.3 )
2,611 1,674 ( 178.7 ) 1,200

2013年3月期予想

対前期増減(率：％) 対前期増減(率：％)

3,182 ( 6.5 )

4,153 2,308 ( 125.1 ) 2,100 △ 2,053 (△ 49.4 )

△ 1,411 (△ 54.0 )
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Ⅱ．損益の状況

1. 損益計算書
（単位：百万円）

―

30

6,340

2,698

3,642

42,133

282

15,984

15,905

79

26,431

20,306

6,125

262

5,054 3,215 ( 174.9 )

　当期純利益 937 2,611 1,674 ( 178.7 )

【特別利益】
《増加要因》・共同開発費負担額の返戻金受取

【特別損失】
《減少要因》・前期：資産除去債務会計基準の適用に伴う影響

特別利益 2 810

6,371

　法人税等 901 2,443 1,541 ( 170.9 )

△ 84 (△ 47.5 )

営業外費用 39 2 △ 37 (△ 94.0 )

808 ( 39623.2 )

特別損失 178 93

　経常利益 2,015 4,338 2,322 ( 115.2 )

　税引前当期純利益 1,839

営業外収益 210 187 △ 23 (△ 11.2 )

16

　売上総利益 26,732 28,178 1,445 ( 5.4 ) 【販売費及び一般管理費】
《減少要因》・前期：契約一時金による研究開発費の増加

販売費及び一般管理費 24,887 24,024 △ 863 (△ 3.5 )

　営業利益 1,844 4,153 2,308 ( 125.1 )

売上原価 18,602 20,539 1,936 ( 10.4 ) 【製商品売上原価】
《増加要因》・売上高の増加

　製商品売上原価 18,521 20,474 1,953 ( 10.5 )

　不動産賃貸原価 81 64 △ 16 (△ 20.1 )

2012年3月期
主な増減要因

対前期増減(率：％)
2011年
3月期

2010年
3月期

【製商品売上高】
《増加要因》・レミッチカプセル、ツルバダ配合錠の増加
《減少要因》・注射用フサンの減少
 

　製商品売上高 45,094 48,489 3,394 ( 7.5 )

　不動産賃貸収入 240 228

売上高 45,335 48,717 3,382 ( 7.5 )

△ 12 (△ 5.1 )

42,416
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2. 製商品売上高
（単位：百万円） （単位：百万円）

 

5-HT3アンタゴニスト(制吐剤)セロトーン

ツルバダ配合錠
抗ウイルス化学療法剤
〔抗HIV薬〕

8,252

45,094

1,315外用副腎皮質ホルモン剤ロコイド ※1

1,174切迫早産における子宮収縮抑制剤マグセント注

1,049コリンエステラーゼ阻害薬ウブレチド錠 ※1

1,387抗真菌薬ゼフナート

959高カリウム血症改善剤ケイキサレート ※1 ※2

1,846

尋常性乾癬治療剤ドボネックス軟膏

1,593
活性生菌製剤
〔整腸剤〕

ビオスリー

その他

計

経口そう痒症改善剤レミッチカプセル

6,247外用副腎皮質ホルモン剤アンテベート ※1

5,829蛋白分解酵素阻害剤注射用フサン ※1

3,425
尿酸排泄薬
〔高尿酸血症治療剤〕

ユリノーム錠 ※1

―53.0 37.8 △ 3.2 ―

(△ 0.0 )22,338 19,540 △ 316 (△ 1.6 )

自 社 品 比 率 （％） 44.1 41.0 △ 3.1

※1 自社品
※2 2011年2月から「ケイキサレート散」の新しい剤形として開発した「ケイキサレートドライシロップ」の販売を開始しております。

【参考】　 自 社 品 売 上 高 19,865 19,856 △ 8

( 3.9 )

48,489 3,394 ( 7.5 )42,133 51,680 3,190 ( 6.6 )

2,587 △ 310 (△ 10.7 )2,961 2,690 1022,898

( 10.2 )

1,010 △ 38 (△ 3.6 )1,844 960 △ 50 (△ 5.0 )

1,188 14 ( 1.2 )1,015 1,310 121

(△ 38.8 )

1,344 29 ( 2.2 )1,222 1,350 5 ( 0.4 )

1,258 △ 588 (△ 31.8 )2,539 770 △ 488

( 2.6 )

1,540 581 ( 60.7 )885 2,090 549 ( 35.6 )

1,403 15 ( 1.1 )1,340 1,440 36

(△ 1.0 )

1,712 119 ( 7.5 )1,438 1,870 157 ( 9.2 )

1,808 58 ( 3.3 )1,721 1,790 △ 181,749

(△ 15.8 )

3,238 △ 186 (△ 5.4 )3,626 2,810 △ 428 (△ 13.2 )

5,131 △ 698 (△ 12.0 )7,863 4,320 △ 811

6,584 336 ( 5.4 )5,977 6,780 195 ( 3.0 )

9,735 2,368 ( 32.2 )3,556 11,710 1,9747,366

9,945 1,692 ( 20.5 )6,138 11,790 1,844 ( 18.5 )

2011年
3月期

( 20.3 )

品　　名
2012年3月期2010年

3月期
2013年3月期予想

対前期増減(率：％) 対前期増減(率：％)
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3. 売上原価
（単位：百万円） （単位：百万円）

4. 研究開発費
（単位：百万円） （単位：百万円）

【主な臨床開発品目】

2010年
3月期

2010年
3月期

(注) ナルフラフィン塩酸塩(「TRK-820」)の肝疾患に伴うそう痒症を適応症とする共同開発を解消いたしました。

JTT-751 高リン血症治療薬 国内　PhaseⅢ 日本たばこ産業株式会社との共同開発

7,957 3,325 ( 71.8 )

開発名 予定適応症等 開発段階 備考

研 究 開 発 費 1,613 4,631 △ 1,362 (△ 22.7 )5,994

TO-194SL
スギ花粉アレルゲンエキスを用いた舌下投与による減感
作（免疫）療法薬

国内　PhaseⅢ 自社開発

―

2012年3月期2011年
3月期

2013年3月期予想
対前期増減(率：％) 対前期増減(率：％)

売 上 原 価 率 （％） 37.7 42.2 1.2 ―41.0 43.7 1.5

売 上 原 価 15,984 20,539 1,936 ( 10.4 )18,602 22,700 2,160 ( 10.5 )

2013年3月期予想
対前期増減(率：％) 対前期増減(率：％)

売 上 高 42,416 48,717 3,382 ( 7.5 )

2012年3月期2011年
3月期

45,335 51,900 3,182 ( 6.5 )
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Ⅲ．財政の状況

1.貸借対照表
（単位：百万円）

負債純資産合計 84,885 87,734

683 704

固定資産 16,322 17,382

対前期末増減(率：％)

2,849 ( 3.4 )85,637

　※ 「キャッシュ・マネージメント・システム預託金」は、ＪＴグループにおいて国内グループ会社を対象としたキャッシュ・マネージメント・システムを統括
している日本たばこ産業(株)への資金の預託であります。

評価・換算差額等 100 208 107 ( 107.9 )243

純資産合計 74,246

株主資本 74,146 75,624 1,478 ( 2.0 )74,398

75,832 1,586 ( 2.1 )74,641

負債合計 10,639 11,902 1,262 ( 11.9 )10,995

固定負債 1,027 670 △ 356 (△ 34.7 )1,225

1,973

　その他 3,586 3,650 632,906

　賞与引当金 1,158 1,156 △ 11,113

流動負債 9,612 11,231 1,619 ( 16.8 )9,770 【買掛金】
《増加要因》・商品仕入による増加

　買掛金 3,816

資産合計 84,885 87,734 2,849 ( 3.4 )85,637

4,717 9003,776

　未払法人税等 1,050 1,706 656

　有形固定資産 5,671 5,297 △ 373 (△ 6.6 )6,300

　無形固定資産

　　その他 2,589 2,238 △ 3511,522

　　長期前払費用 3,149 2,750 △ 3993,736

【投資有価証券】
《増加要因》・債券の取得

　　投資有価証券 4,229 6,392 2,1622,876

21 ( 3.1 )676

　投資その他の資産 9,968 11,380 1,412 ( 14.2 )8,135

4,697

　たな卸資産 5,377 6,342 9655,592

1,060 ( 6.5 )15,112

　その他 1,326 1,846 520905

　現金及び預金 11,773 25,106 13,33312,171

　売掛金 18,435 19,580 1,14516,422

【売掛金】
《増加要因》・売上高の増加

【有価証券】
《減少要因》・債券の償還

【たな卸資産】
《増加要因》・売上増加に伴う商品在庫の増加

　有価証券 19,580 11,200

　キャッシュ・マネージメント
　　　・システム預託金　※

12,071 6,276 △ 5,79530,735

△ 8,379

流動資産 68,563 70,352 1,789 ( 2.6 )70,524

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年3月期
主な増減要因
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2. キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

2010年
3月期

(注) 現金及び現金同等物は、現金及び預金（預入期間が3ヶ月を超える定期預金を除く）、キャッシュ･マネージメント・システム預託金、有価証券（取得日から
償還日迄の期間が3ヶ月を超えるものを除く）からなっております。

現金及び現金同等物の期末残高 35,406 17,382 5,03812,344

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △ 6,580 5,038 28,100△ 23,062

現金及び現金同等物の期首残高 41,987 12,344 △ 23,06235,406

【その他】
《増加要因》
　・前期：債券の取得による支出

△ 1,243

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ― ――

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,396 3,151 24,454△ 21,302

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,182 △ 1,154 89

1,018

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,998 3,040 3,556△ 516

その他 △ 9,112 3,835 24,308△ 20,472

無形固定資産の取得による支出 △ 216 △ 228 48△ 276

その他 1,391 73 △ 945

有形固定資産の取得による支出 △ 1,067 △ 455 97△ 553

900 86040

売上債権の増減額(△は増加) △ 1,949 △ 1,145 867△ 2,012

法人税等の支払額 △ 1,459 △ 2,073 938△ 3,011

2012年3月期2011年
3月期

主な増減要因
対前期増減

たな卸資産の増減額(△は増加) △ 362 △ 965 △ 1,181

税引前当期純利益 6,340 5,054 3,2151,839

減価償却費 1,409 1,194 △ 1991,394

215
【たな卸資産の増減額】
《減少要因》・商品在庫の増加

【税引前当期純利益】
《増加要因》・売上高の増加
　　　　　　・前期：契約一時金支払

仕入債務の増減額(△は減少) △ 371
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Ⅳ．設備投資の状況

（単位：百万円） （単位：百万円）

Ⅴ．非資金項目

（単位：百万円） （単位：百万円）

※2 当期の無形固定資産に係る設備投資は、主に営業サポートシステム等、業務の効率化を目的とするソフトウエアへの投資であります。

2011年
3月期

2010年
3月期

1,409 △ 199

2012年3月期
対前期増減(率：％)

(△ 14.3 )

※1 当期の有形固定資産に係る設備投資は、主に製品品質・生産性の向上を目的とする製造設備への投資であります。

(△ 15.6 )280 157 △ 79 (△ 33.7 )

計 1,401 849 52 ( 6.6 )

( 80.2 )

無 形 固 定 資 産 ※2 240 236 △ 43

797 1,262 412 ( 48.5 )

有 形 固 定 資 産 ※1 1,160 613 96 ( 18.7 )516 1,105 491

2012年3月期2011年
3月期

2013年3月期予想

対前期増減(率：％) 対前期増減(率：％)
2010年
3月期

　本資料に記載しております予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、
リスクや不確実な要素を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。したがって、実際の業績
は、様々な要素により、これらの予想数値とは大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。また、新
たな情報、将来の事象、その他の結果に関わらず、常に当社が、将来の見通しを見直すとは限りません。
　なお、現時点において、実際の業績に影響を与えうるリスクや不確実な要素としては、以下のような事項を挙げることが
できます。（かかるリスクや不確実な要素はこれらの事項に限定されるものではありません。）

　◇ 薬事法その他の法令または規制の変化
　◇ 薬価の改定
　◇ 副作用の発現
　◇ 研究開発の遅延または中止
　◇ 製商品の供給停止
　◇ 訴訟の提起

2013年3月期予想
対前期増減(率：％)

1,060 △ 134 (△ 11.3 )

― ― ―

【予想数値に関する注意事項】

減 価 償 却 費 1,394 1,194

長 期 前 払 費 用 償 却 費 657 664653 6 ( 1.0 )
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